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オプス・デイ属人区
長の書簡：「信仰年
にあたって」（前
半）

オプス・デイ属人区長が信仰
年に際し書き送った司牧書簡
を紹介します。祈りにおいて
キリストと一致しつつ信仰を
深め、社会の中で信仰を宣べ
伝え、新たな福音宣教に取り
組むことの必要性を語ってい
ます。
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1．教皇様が「信仰年」開催を告示
された自発教令「信仰の門」は私た
ちに大いなる喜びをもたらしまし
た。ベネディクト十六世は、福音書
の内容を21世紀の人々に分かりやす
い言葉で伝えようと惜しみない努力
を傾けていらっしゃいます。この書
簡で、2011年10月11日、第二バチカ
ン公会議開幕50周年を記念して、こ
の10月11日から2013年11月24日の
王たるキリストの大祝日までを、
「信仰年」とすることを告示された
のでした。この開始日は、福者ヨハ
ネ・パウロ二世が、使徒憲章Fidei
depositum「委ねられた信仰の遺
産」 によって、個人の形成のため、
またあらゆるところで私たちが弛み
なく続けるべき要理指導のために特
別の価値を持つ「カトリック教会の
カテキズム」を発布された20周年に
あたります。

「信仰年」は、教会の子供たち一人
ひとりに、改めて信仰を活き活きと



したものにするようにと呼びかけま
す。信仰の知識を増し、それを実行
し、同時にそれを広めるよう熱心に
努めましょう。信仰に基づく生き方
を、模範と言葉で、多くのイエス･キ
リストとまだ出会ってない人や主と
のお付き合いを疎かにしている人た
ちに伝えるのです。

教皇様は、カトリック信者と思われ
ている人たちも含めて、多くのキリ
スト者に関して心を痛めていらっ
しゃいます。「キリスト信者はしば
しば自らの活動の社会的・文化的・
政治的結果に関心を向けます。そし
て、信仰を社会生活の当然の前提と
考えています。実際には、この前提
は当然のものではなく、しばしば公
然と否定されています。過去におい
ては、統一的な文化状況を見いだす
ことが可能でした。信仰の内容と、
信仰から霊感を受けた価値観に訴え
ることも広く受け入れられていまし
た。しかし、現代においては、社会



の広い分野において、同じことを言
うことはできません。信仰の深刻な
危機が多くの人々に影響を及ぼして
いるからです。」[1]

2. このような状況は今に始まったこ
とではありません。矛盾しているよ
うに見えることですが、すでに第二
バチカン公会議終了直後から、教会
の各分野で詭弁と思える危険が垣間
見られていたからです。というの
も、あの会議の成果を前にした熱狂
が言葉の上だけに留まり、信者の生
活に深い影響を与えるには至らず、
しかも公会議の教えを曲解し、純粋
なキリスト教精神によって超自然の
レベルに引き上げるどころか、世俗
的精神に迎合する不適切な態度が、
教会の各分野垣間見られていたから
です。

あの時期に居合わせた人は、公会議
終了後、教会のいろいろな分野に表
れた、信仰と規律、典礼と従順の危



機をしばしば嘆いておられたパウロ
六世を思い起こします。聖ホセマリ
アは、教皇様のご憂慮に応えて、公
会議終了の少し前に、子供たち宛に
手紙を送って胸中を吐露されたので
す。「私がどれほどの愛を込めて、
この公会議期間中、祈りと数回の仕
事を通して協力したかを知っている
でしょう。また、私自身が、皆さん
ともども、聖なる教会の決定に対し
て、権威の下にある臣下としてでは
なく、キリストの神秘体の一員とし
ての愛情を持つ子供としての心を
もって、些細な点に至るまで忠実で
ありたいと望んでいることも知って
いるはずです。

また、ある人たちの行動を嘆いてい
ることも事実です。その人たちは、
公会議を教会生活の荘厳な儀式とし
て、また聖霊の超自然的な働きを表
しているものとして受け入れるので
はなく、個人的な意見を無制限に述
べ立てる機会、あるいは、もっとひ



どいことには、教会を傷つける自己
主張の機会としてしまっているから
です。

公会議は終わろうとしています。何
度もこれが最後の会議になるだろう
と伝えられました。この手紙が皆さ
んの手元に届く頃には、もう公会議
後の時代が始まっていることでしょ
う。私は、教会が新たな傷を負うこ
とになるのではないかと恐れていま
す。

公会議後の数年はいつも重大な年月
です。承知された決定を実行に移す
際には、素直さ、超自然的な精神を
もって神と神の教会を愛し、教皇に
忠義を尽くす固い信仰とが求められ
ます。」[2]

こう語る聖ホセマリアに、悲観的な
かげりがいささかもあったわけでは
ありません。このように語ること
で、当時も、そしていつの時代に
も、信仰に生きる男女の存在が必要



であることを際立たせたかったので
す。

3. 今日までの半世紀間に及ぶ教導職
の様々な努力と聖人たちを含む多く
の信仰の証にも関わらず、全世界に
混乱が広まって行きました。教皇様
が述べておられます。「私たちは塩
に塩気がなくなり、光が隠れたまま
でいるのを受け入れることができま
せん(マタイ5,13-16参照)。現代の
人々も、サマリアの女と同じよう
に、井戸に向かい、イエスの言葉を
聴かなければならないと感じること
ができます。イエスは、イエスを信
じ、イエスから湧き出るいのちの水
を飲むよう私たちを招いているから
です(ヨハネ4,14参照)。私たちは教
会が忠実に伝えてきた神のことば
と、弟子たちを生かすために与えら
れた命のパンの味を再発見しなけれ
ばなりません(ヨハネ6,51参照)。実
際、イエスの教えは現代においてな
お同じ力をもって響き渡ります。



『朽ちる食べ物のためではなく、い
つまでもなくならないで、永遠のい
のちに至る食べ物のために働きなさ
い』(ヨハネ6,27)。聴衆が述べた問
いは、現代の私たちが発する問いと
同じです。『神のわざを行うために
は、何をしたらよいでしょうか』(ヨ
ハネ6,28)。私たちはイエスの答えを
知っています。『神がお遣わしに
なったもの信じること、それが神の
わざである』(ヨハネ6,29)。それゆ
え、イエス･キリストを信じること
が、決定的な仕方で救いに至るため
の道です。」[3]

4. 信仰年は、私たちが頂いた神的な
宝である信仰を深め、神の恩恵で、
この徳を同心円状に世の隅々まで伝
え、現代が必要としている新たな福
音宣教を力強く推し進めるためのま
たとない機会です。まず、私たち
は、日々、三位一体の三つのペルソ
ナと親しく交わることから始め、聖
ホセマリアがキリストとの一致、神



のみ旨への一致を深めるため、観想
し、驚嘆していたマリアとヨゼフの
ような信仰を固く守ることにしま
しょう。人々を神に近づけようと望
むなら、何よりも私たちのキリスト
者としての生き方を通して話さなけ
ればなりません。

私たちは、創立者が絶えず十二使徒
と初代信者に目を向けておられたこ
とを知っています。十二使徒と、あ
の初代教会の共同体には、キリスト
とそのみ教えに対するゆるぎない信
仰が満ち溢れていました。彼らは、
救世主が人類の間を通られた足跡を
知り、さらにそれを細かく調べたい
と思っていたのです。イエス･キリス
トが、病人や体の不自由な人たち、
信仰をもって主に近づく人たち自身
が祈り、信仰をもって願うように執
拗に要求されたことを、彼らが心に
しっかりと留めたはずだと言っても
大げさではないでしょう。また信仰
の不足を、父親として咎めたことを



しっかりと心に刻み付けていたこと
も確かです。それは、まさに、全世
界に入って良き知らせ、福音を述べ
伝えるように委ねられる直前のこと
でした(マルコ16,14-15参照)。

最初のキリスト信者たち一人ひとり
が、み教えを広めなさいという師の
ご命令を果たすためには、天からの
恩恵を固く信じるべきだと自覚して
いたことは明らかです。その振舞い
を通して伝えた素晴らしい証言がた
くさんあります。

十二使徒とあの時代の私たちの兄弟
姉妹は、神の御子が求めたこの徳に
よって、贖い主のご計画が成就され
るという希望に道が開かれることを
自覚していました。それと同時に、
三位一体の神への愛と感謝は日ごと
に強まり、より使徒的な人間になっ
ていきました。つまり、あらゆる状
況や職業の人たちを「真理」の方へ



引っ張っていくことができるように
なったのです。

5. 子供たちよ、聖ホセマリアが私た
ちに繰り返したように、手段は今も
同じ、すなわち「生きた」福音と十
字架像です。

信仰の喜びと確実さを再認識するこ
とは普遍教会と全ての教会の義務で
あることを、いつも述べ伝えるよう
にしましょう。それゆえ、福音宣教
は司牧者だけではなく、全信者の務
めなのです。教皇様が、教会の特別
年を公示するこの自発教令で述べて
おられるように、まず司牧者が模範
と励ましによって先頭に立たなけれ
ばなりません。しかし、全ての信者
は、イエス･キリストの教えという宝
を人々に伝える務めを引き受けるよ
う招いておられます。

教理省は、この1月6日の文書で、司
教たちに勧めたのは、託されている
信者の状況に留意しつつ、このテー



マで司牧書簡を発布するようにと
[4]。この手紙の目的は、一人ひと
り、思い思いに、また人々との交流
のうちに、神から頂いた信仰の美し
さに改めて目を見張り、日々の生活
でそれを実行し、体面を気にするこ
となくそれを広めるように、更なる
励ましを伝える以外にありません。

前述の文書はまた「聖人と福者は信
仰の真の証人です」[5] と確言し、
司牧者たちに多くの聖人の生活や教
えを人々に知らせる努力をするよう
にと願っています。それゆえ、この
手紙は、愛するオプス・デイの創立
者、聖ホセマリアの著作や口述によ
る教えに基づくものであることは言
うまでもありません。創立者は、多
くの実りを生み出し、神に徹底した
忠実な生き方を示した聖人だからで
す。

新たな福音宣教の必要性



6. 多くの人々が心の奥底にある望み
に気づかないとしても、人は、神の
みことばと知識を渇望しつつ、これ
までも、そしてこれからも歩みを続
けてきます。主は、信仰の恵みを頂
いた者である私たち自身が目覚め、
冬眠状態に陥っているような人たち
を目覚めさせる責任をお与えになり
ました。「信仰年」は、新たな福音
宣教に関するシノドス通常総会に
よって幕を開けますが、このことは
皆にとっても更なる励ましになるで
しょう。ゴールを目前にするラン
ナーのように、歩みを速める時が来
たのです。

尊者アルバロ･デル･ポルティーリョ
が新福音宣教の務めを個人的に実行
するよう励ましたことをはっきりと
覚えています。1985年のクリスマス
には司牧書簡を送り、キリスト者と
しての生活が日増しに弱まっている
ある国々を再キリスト教化するた
め、より熱心に協力することを勧め



ておられました。経済的な発展の著
しい国々から生まれる「新たな異教
主義」と闘うよう励ましておられま
した。その手紙で、当時、「安楽志
向はきわみに達し、そのための代価
を恐れず、苦痛をもたらすものから
全面的に逃れる、というよりも恐
れ、真のパニック状態に陥ってい
る」[6] と指摘された状況、今もな
お続いています。

この膨大な使徒職の仕事の上に、何
十年もの間、唯物論的な共産主義に
支配されていた中央ヨーロッパや中
東の国々や社会に向けたケアがさら
に加わりました。彼らは長い間沈黙
を強いられた殉教的な生活の中で、
自由を享受していた私たちを支えて
くれていたのです。

毎日、人間生活の頂点と中心にキリ
ストを据える望みを新たにしなけれ
ばなりません。そのためには、神と
の個人的な交わりを深め、人々への



奉仕に励むことです。日々、私たち
が小さいながら惜しみない心で献身
することは、恩恵と主が使徒たちに
託された福音の塩による新たな世界
を建設するための、一握りの砂とな
るのです。時折、懸命に努力してい
るにもかかわらず、なかなか実りが
見えないがゆえに、失望感に襲われ
ることがあるなら、それを撥ね除け
なければなりません。というのも、
神のご計画を成就するには決して、
ちっぽけで欠点だらけの私たちでは
ないからです。聖書のいろいろな場
面の数知れないたとえは、inter
medium móntium

pertransíbunt aquae山々の間にも水
は流れる(詩篇104,10)、ことを強調
しています。この確信があるゆえ
に、最悪の状態に陥ったとしても、
私たちには落胆のほんの僅かな兆し
さえないはずです。それこそ天国に
至るためのふさわしい道なのです。
神は恵の水でそれを清め、私たちの



あらゆる限界を乗り越えさせて、神
と共にいることができるようにして
くださいます。

7. 帰天少し前の聖ホセマリアの言葉
が記憶によみがえります。1973年に
すでに多くのところで倫理観や価値
観の箍

(たが)が緩み、信仰が危機にさらさ
れているのを見て、超自然的な観点
で使徒職に燃え立ちつつ、次のよう
に記しておられます。「教会の歴史
上、深刻な危機状態の中で、忠実に
信仰を守り、悪にきっぱりと立ち向
かおうと、倫理的知的な手段を駆使
して霊的生活と教理の知識を深める
よう努めた人は決して多くはなかっ
たのです。しかし、これらの少数の
人たちによって教会と世界が新たな
光で満たされたのでした。」[7] 多
くの男女が恩恵のうちに生活するこ
とを受け入れ、この恩恵という避難



所で守られ、強められるよう、気遣
いましょう。

この新たな福音宣教は、特にヨー
ロッパと先進国において特に急を要
することです。使徒的勧告「ヨー
ロッパの教会」で、福者ヨハネ・パ
ウロ二世は、宗教に関する旧大陸の
社会事情を記しておられます。ヨー
ロッパのシノドス特別総会の結論を
取り上げることを目的としたもので
あるにも関わらず、その内容は他の
多くの国々にも当てはまります。事
実、20世紀を経た今日、キリスト教
国と言われた国においてさえ「洗礼
を受けていない人が増えています。
他宗教の人たちが数多く移住してき
たこともありますが、伝統的なキリ
スト者の家庭の子供たちも洗礼を受
けていないのです。」[8] 教皇様は
こう結論づけられています。「実
際、ヨーロッパは、さらに新たな福
音宣教を必要とするあの伝統的なキ
リスト教国の一部ではなくなってし



まいました。そうではなく、最初の
福音宣教を必要としています。」[9]
現代の教会と世界の状況が要求して
いる福音告知には、〈最初の〉福音
宣教と〈新たな〉福音宣教という両
形態があるのです。

8. 聖ホセマリアが「道」848番に記
している「使命を帯びた宣教師で
あっても宣教師と呼ばれない」とい
う現実は、「父が私を遣わされたよ
うに、私もあなた方を遣わす」(ヨハ
ネ20,21)、という責任の根本的かつ
起源的な瞬間にその原点を持つもの
であって、それは教会に引き継が
れ、実際にいろいろな形になって現
れています。カトリック信者の信仰
を守る司牧と兄弟愛から、異教者に
救い主キリストを告げ知らせる根本
的な福音宣教に至るまでのこと、あ
るいは、全面的な主との交わりに入
るよう後押しするカトリックでない
キリスト者と付き合う一致運動か
ら、洗礼を受けていてもその恵みを



放棄し、キリストの教えを受け付け
ないキリスト者に、改めてキリスト
を告知し、その教えを伝える新福音
宣教に至るまで、種々の形があるの
です。オプス・デイの信者は、全面
的に世俗の人ですから教会の唯一の
〈使命〉のこれらのさまざまな分野
を、全面的に引き受けるよう招かれ
ているのです。

聖ホセマリアは執拗に繰り返してい
ました。「私たちは使命のある宣教
師ですが、宣教師とは呼ばれませ
ん。ローマやニューヨーク、パリや
メキシコ、東京やブエノス･アイレ
ス、リスボンやマドリード、ダブリ
ンやシドニーの整備された通りで
も、アフリカの真ん中でも、同じ宣
教師なのです。」[10] 信仰を伝える
必要のあるところは、伝統的に「宣
教国」と呼ばれていた国々だけのこ
とではなく、悲しむべきことに全世
界に及んでいます。私たちは、この



大きな仕事に取り組まなければなら
ないのです。

しかしこの責任を考えるだけに留
まってはなりません。一人ひとりが
自分はどのように貢献できるかを考
えるべきです。さらにそれ以前に、
私たちの振る舞いにどれぐらい信仰
が反映されているか、またこの偉大
な宝を日々感謝しているかどうか、
もししているなら、人々にこの偉大
な宝を伝えるようにしているかどう
かを糾明しなければなりません。皆
がよく祈るためにadáuge nobis
fidem(ルカ17,5);(私たちの信仰を増
してください)と、主に心を挙げて願
いましょう。また、私自身が自己を
聖化し、人々を聖化しながら働くた
めadáuge mihi fidem（私の信仰を増
してください）と願いましょう。 私
の友情がキリスト教的な意味を持ち
続けるためにも祈りましょう。模範
こそが最もよい宣教師であることを
忘れないようにしましょう。Cœpit



fácere et docére(使徒言行録1,1参
照)行い、そして教え始められた、と
いうイエス･キリストの足跡をたどる
ことです。

確信しましょう。多くのところで
「洗礼を受けている人たちも含めて
改めて教えを告げ知らせることが必
要です。現代の多くの人が(･･･)、キ
リスト教のことを知っていると信じ
ていますが、実際には知っていない
のです。ほとんど信仰の基本的な知
識さえ知らないでいます。」[11] 私
たちは自分の生き方と教理的形成で
この現状に立ち向かわなければなり
ません。悲観的になることなく、主
がキリスト者を、神の子であること
を自覚している私たちを、使徒職に
促しておられますが、この使命を遂
行するには、置かれた環境や場所の
状況、一人ひとりが出会う人たちに
よって、異なったやり方があること
を考えに入れておきましょう。どん
な場合でも、周りの人や付き合って



いる人たちを、キリストに近づける
ようにしなければなりません。救い
主とはどんな方かを伝えたり、救い
主に再会するよう仕向けたりしなが
ら、世の流れに逆らわなければなら
ないとしても、主に従って歩むよう
助けることです。

9. 何と偉大な仕事が待っていること
でしょう。謙虚に、聖性の熱意を持
ち、何よりも私たちの模範で人々を
導かなければなりません。個人的な
惨めさを持ちながらも、私たちは、
主がお望みの世を照らす光となるよ
う、本物のキリスト者として振舞う
努力を片時も忘れないようにしま
しょう。たとえ物的、あるいは社会
的な損失を招くことになるとして
も、カトリック信仰と両立し得ない
点に関しては、周りと衝突すること
すら恐れてはなりません。「私たち
キリスト者は、世の流れに逆らって
歩まなければならない、という信念
を自分のものとし、人々にも納得さ



せてください。イエスは流れに逆
らって歩まれたのです。ペトロと初
代信者もそうでした。幾世紀もの
間、多くの人々が絶えず神なる師の
弟子として歩むことを望みました。
ですから、イエスの教えを時代に合
わせるのではなく、時代こそ救い主
の光で照らし出されるべきだと強く
確信してください。」[12]

それゆえ、贖い主に目を移し、私た
ちに平和を与えてくださるように、
また無理解を後押ししている人たち
を許し、愛することができるように
と願い、教会と位階制を、またカト
リック信者を晒しものにしようと執
拗に攻撃する人々のために、私たち
は執拗に祈り続けましょう。個人的
な弱さを自覚し、倦むことなく、悪
に善をもって報いることを捜し求め
ましょう。私たちは神と一致してい
るのですから、信仰を迫害しようと
したり、信仰を香部屋や私生活の分



野だけに閉じ込めたりしようとして
いる人々をも、愛しましょう。

他方、世間体を気にして使徒職の熱
意にブレーキをかけてはなりませ
ん。たとえ、個人的な弱さや手段の
不足に対する現実的な考えに囚われ
てはなりません。私たちは自分の力
ではなく神の恩恵に頼っているので
すから、ómnia possum in eo, qui
me

confórtat(フィリッピ4,13), 私を強め
てくださる方のお陰で、私には全て
が可能、なのです。このことについ
てオプス・デイ創立者はこうコメン
トしていました。「皆が祈りのうち
に一致していること。これこそ
(･･･)、私たちの喜び、私たちの平
和、私たちの落ち着きの源泉です。
そして、私たちの超自然的な実りの
源でもあります。」[13] そして他の
折にこう述べています。「他にどの
ような助言をすべきでしょうか。昔



から、まじめにキリストに従う信者
が使ってきた方法、キリストの励ま
しを感じながら初代の信者が講じて
いた手段、これらが私たちの手段で
す。聖体にまします主との絶えざる
つきあい、子供のように任せきって
聖母に馳せよること、謙遜、節制、
感覚の犠牲(･･･)、そして償い、な
ど。」[14] 全能の主を信じきる固い
信仰が必要です。聖ホセマリアの楽
観的でゆるぎない態度を説明するの
は困難です。多くの文書の中でも、
詩篇のin lúmine tuo vidébimus

lumen(詩篇35/36,10)あなたの光
に、私たちは光を見る、という言葉
に励まされていたのです。主と一緒
なら暗闇は全く消え失せてしまうか
らです。

福音の原点に戻ること

10. ヨーロッパは、過去に度々、難
しい転換や危機の時期を経験しまし
た。しかし「いつも汲み尽くすこと



のできないいのちの力を保持してい
る福音から新たな活力を引き出して
乗り越えました。」[15] 1995年の福
者ヨハネ・パウロ二世のこの言葉
は、私たちに進むべき道を確信させ
てくれます。他の道はありません。
信仰の源泉に赴き、伝えられたいの
ちの泉にどっぷりとつかり(このため
オプス・デイでは私たちに教理的形
成を与えるのです)、そして、あらゆ
るところで男性も女性もがキリスト
との交わりを持つようにするので
す。

聖ホセマリアは「信仰を生きること
は信仰を人々に伝えることでもあ
る」と確言していました。そのため
には、人々と共に歩まなければなり
ません。道すがら､キリスト教に対す
る彼らの問題に耳を傾け、彼らを理
解するようにしなければなりませ
ん。そして、彼らが、いつも理解さ
れていると感じ、私たちの会話で照
らされるようにするのです。このよ



うに人々と共に歩みつつ、細やかに
愛情深く、福音つまり主の生きたみ
言葉を彼らに伝え、理性と信仰を調
和させ、またあらゆる疑問に応え、
人々の不安を解消するキリスト教精
神の素晴らしさを示します。こうし
て、彼らが秘跡を望み、受けるよう
に仕向けていくのです。

多くの場合、人々のうちに恩寵は超
自然の建物の土台を築いていきま
す。人々は善をなし、連帯を深め熱
意を持っているこの機会に、新しい
世代の人たちが、といっても彼らだ
けではなく皆が、救い主と出会うよ
うにします。言葉の賜で主の教えを
伝え、人々がキリスト者としてしっ
かりと歩むことができるまで基礎固
めをするために少しずつ坂道を登る
ように導いていくのです。

初代信者の模範

11. しばしば繰り返しますが、十二
使徒と信仰上の初期兄弟たちの生活



態度を振り返ってみることです。少
人数でしたし、人間的な手段に不足
していました。その中には、少なく
とも、偉大な学者とか社会的に著名
な人とかの姿は長い間見られません
でした。彼らは、無関心主義に囲ま
れ、価値観を気にしない雰囲気の中
で生活していました。多くの面で、
今の私たちが遭遇しているのと同じ
です。しかし彼らは恐れませんでし
た。「彼らは出会う人、伝道旅行や
巡礼でさがし求めた全ての人と素晴
らしい対話をしていたのです。もし
使徒たちと当時の人たちとの間に超
自然的会話もなかったなら、今の教
会はなかったでしょう。」[16] 彼ら
と同時代の人たちは、神の恩恵に触
れ、心の底から変容されたことを実
感したのです。それは、これまでに
聞いたこともないより完璧な新しい
宗教に出合ったというだけのことで
はありません。彼らは信仰によっ
て、イエス･キリストを見出し、彼ら
のためにご自分をいけにえとしてさ



さげ、彼らのために天国の門を開く
ため復活された、神であり人間であ
られる主を夢中に愛しました。この
前代未聞の出来事は初代信者の心に
深く刻み込まれ、あらゆる試みに屈
することのない剛毅を植えつけまし
た。2世紀半ば聖ユスティノが簡明
に記しています。「ソクラテスの教
えに生命をかけてまで信じた人はい
ませんでした。しかし、キリストの
ために、職人や無知な人に至るま
で、世の意見だけではなく、死さえ
も恐れることはありませんでし
た。」[17]

救いを熱烈に望みながら、どこで救
いを得ることができるのかを分から
ずにいた世界で、キリスト教の教え
が暗闇に点された光のように道を拓
いたのです。あの初代信者たちは、
自分たちの振舞い方で、市民仲間に
救いの明かりを輝かせました。そし
て、人の目を引くことなく、信仰に
首尾一貫した行いで、単純で自然



に、キリストの使者になったので
す。彼らの一人が述べています。
「私たちは偉大なことは言いませ
ん。しかし、それを作り上げま
す。」[18] そして異教世界を変えた
のでした。

福者ヨハネ・パウロ二世は、2000年
の大聖年を迎える準備として全教会
に使徒的書簡を送り、説明されまし
た。「キリストにおいて、宗教はも
はや『手探りによる神の探求』(使徒
言行録17,27参照)ではなく、自らを
明らかにした神に対する信仰の応答
です。それは人間が、創造主、御父
である神に語りかける応答です。こ
の応答は、一人の人間が御父と一体
であるみことばでもあることによっ
て可能になりました。キリストにお
いて神は全ての人一人ひとりに語り
かけ、個々の人間はまた、キリスト
において神に応答することが可能に
なったのです。」[19]信仰の問題



12. この言葉に基づいて、社会の新
たな福音化の仕事に休みなく励む必
要性に対して、もうひとつの提案を
したいです。何よりも堅固な信仰と
希望が必要です。つまり、三位一体
との交わりから得ることができる信
念があれば、人々の活動全てを主の
栄光に帰し、人々に改心をもたら
し、現代社会の方向を変えることが
できるのだ、という確信を持って毎
瞬歩むことができます。確かに戦い
や苦しみに欠けることはないでしょ
う。しかし、いつもin laetitia, 喜ん
で信頼を持って前進します。「求め
よ、私は国々をお前の嗣業とし、地
の果てまで、お前の領土とする」(詩
篇 2,8)、という神の約束があるので
すから。

繰り返しますが、使徒達を眺めると
心底感動します。キリストへの信仰
以外の手段はありませんでしたが、
確とした明るい希望に励まされて、
当時知られていた地方一帯に散って



行き、キリストの教えを伝え広めた
のです。聖ホセマリアは、使徒達の
祝日をどれほど喜んで祝っていたこ
とでしょう。また、在世中のイエス
のお供をしていた聖なる婦人たちの
祝日もそうでした。使徒達、マグダ
ラのマリア、ラザロ、ラザロの姉
妹・マルタとマリアの姿に心を奪わ
れておられました。この一人ひとり
から、全てをイエス･キリストにおい
てよりよいものにすることを、ま
た、主を愛し主とつき合った彼らの
熱心さで主を愛することを、学ぶこ
とができます。私たちと同じよう
に、彼らにも惨めさがあり、当時知
られていた国々の人口に比べたら、
ほんの僅かな人数であったにも関わ
らず、日常生活の模範と、人を励ま
す言葉で、神のもたらされた種を播
き広めました。

創立者が、難しい環境での使徒職に
ついて話すときの力強さを思い出し
ます。「信仰の問題です」と確言し



ておられたのです。そうです。信仰
が問題です。福音書で主が話してお
られる山をも動かす(マタイ17,20参
照)信仰、そして岩山を流れ落ち海に
至るまで流れ続ける川のように(詩篇
103/104,10参照)、あらゆる困難を
乗り越える信仰が必要です。ですか
ら、皆さんに尋ね、私も自問しま
す。いつでも使徒職の時だと自覚
し、どのような信仰で使徒職活動し
ていますか。聖ヨハネが「世に打ち
勝つ勝利、それはわたしたちの信仰
です」(１ヨハネ5,4)と言っているこ
とを、本当に納得しているでしょう
か。この信念に従って振舞っていま
すか。障害に対して、勝利を確信し
て、楽観的に対峙していますか。そ
して、そのため、祈りと犠牲を支え
として、個々の具体的な使徒職活動
に取り組んでいますか。周りにある
障害に怖じけることなく信仰を証し
しているでしょうか。



主に、もっと度々「信じます。信仰
のない私をお助け下さい」(マルコ
9,24)と、繰り返しましょう。聖ホセ
マリアは、あの悪霊に取り付かれた
子供の父親のこの願いに、心の底か
ら感動していました。対神徳を強め
てくださるよう主にお願いしている
私たちのやり方で十分であると満足
してはなりません。聖ホセマリア
は、信仰が超自然の賜であり、人々
にそれをもたらし強化してくださる
のは神だけであることを確信してお
り、あるとき次のように言いまし
た。「毎日、一度だけではなく、何
度も何度もそれを繰り返します
(･･･)。使徒たちがお願いしたことを
何か申し上げます(･･･)。adáuge
nobis fidem!(ルカ17,5), 私どもの信
仰を増してください。私はそれに
spem希望, caritátem愛徳を加えて、
私たちの信仰、希望、愛徳を増して
ください、とお願いします。」[20]
強力な支え



13. 教皇ベネディクト十六世は、い
ろいろな機会に、現代の矛盾点を指
摘していらっしゃいます。「現代世
界の多くのところでは、不思議なこ
とに、神が忘れられています。神が
いなくても、何も変わらないかのよ
うに考えられています。けれどもま
た、人は、誰に対しても、また、全
てのことについて、苛立ちと、不満
を感じています。人々はこう叫んで
いるかのようです。『人生がこのよ
うなものであるはずはない。』実
際、人生がそのようなものであるは
ずがありません。また、神の忘却と
ともに、ある種の宗教が流行してい
ます。私はこの現象の様々な形態を
全て批判するつもりはありません。
こうした発見にも真の意味での喜び
があるかもしれません。しかしなが
ら、それを突きつめるならば、宗教
はあたかも消費財のようになってし
まいます。人は自分の好みのものを
選び、人によってはそこから益を得
ることもできるでしょう。けれども



『自己流』のやり方に基づいて造ら
れた宗教は、最終的に私たちを助け
てくれるものではありません。それ
は便利なのかもしれませんが、私た
ちが危機に遭ったとき、それは私た
ちを助けてはくれないのです。」
[21] そして教皇様は結論として次の
ように勧めておられます。「私たち
に道を示してくれる、本当の星を見
つけられるように、人々を助けてく
ださい。その道とは、イエス･キリス
トです。」[22]

相対主義と寛容主義が社会の大半を
占めているような時代にも関わら
ず、現代人の多くが永遠を渇望して
います。多分、一時的なことに満足
しようと無益に努めていたことに気
づいたのでしょう。聖アウグスティ
ヌスのあの言葉には何と偉大な真理
が隠されていることでしょう。「主
よ、御身は、私たちをあなたのため
にお造りになりました。私たちの心
は御身に憩うまで休まることがあり



ません。」[23] 実際、人間の霊的な
憧れに全面的に応えられるお方は神
のみです。ですから、いろいろな祈
り方に頼って、より熱心な祈りの人
になることを誠実に望み、信心深い
人になりましょう。祈りこそ真の慰
めを与えるものです。ミサ聖祭には
カルワリオのいけにえを秘跡的に現
存させることを確信して、深い信仰
をもって赴きましょう。ミサ聖祭
は、私たちに救いをもたらし、聖性
を目指す日々の戦いを活きいきとし
たものにしてくれます。

14. 聖ホセマリアが、聖変化のと
き、全身全霊を集中していた信仰と
信心、潜心は深い感銘を与えていま
した。日々、神秘的な実体変化と御
子が人々のために聖霊とともにご自
分の全存在を御父にささげられたこ
とを改めて感謝し、信心を新たにし
つつ、驚嘆していました。聖変化の
ときはIpse Christus, キリストご自
身だと考えていたと言っても大げさ



ではないと思います。創立者は、そ
こから使徒職活動のための力を汲み
取り、実りもたらしていたのです。
同じように燃え立つ信仰をもって、
ご聖体を受ける前に、洗礼者ヨハネ
のecce agnus Dei! という言葉を繰
り返しつつ主を観想していました。
全カトリック信者にキリストと一致
することが必要なことを勧め、子供
たちや司祭にそれを繰り返していま
した。というのも主が私たちを招い
たのはそのためであり、またそうす
ることで人々を愛であられる神に導
くことができるからです。創立者の
ように、実体変化の時に私たちの信
仰が現実のものとなり、一日を一つ
のミサにする強力な助けとなるよう
にしましょう。

私たちは、神が私たちを頼りにして
おられることを、日々、使徒職の熱
意を新たにするための強力な支えに
することができるし、またそうしな
ければなりません。私たちはそのこ



とに促されて、超自然的な希望と楽
観主義に満ちて、周りの人たちに仕
えるように奮い立たなければなりま
せん。「キリストの光とキリストの
熱意、そしてキリストの苦しみと救
いを、同僚や友人、親戚や知人、未
だ見知らぬ人に伝える望みを燃え立
たせ、この世の事柄に対してどのよ
うな意見を持っているとしても、全
ての人を兄弟愛で包み込むため、そ
れを実現するよう努めなければなり
ません。そのときこそ私たちはル
ビーのように真っ赤に燃え立ち、取
り得のない、貧しく惨めな炭である
ことから抜け出し、神の声、神の
光、霊降臨の火のようになるので
す。」[24]優先すべき分野

15. 知性を照らす使徒職を、世界中
でいつもしなければなりません。真
理を「伝える」ために真理について
「話すこと」です。これは全ての使
徒職の要約です。人々の知性と心を
光に向かわせてくださるよう、謙遜



に、執拗に、信頼をもって、倦むこ
となく神にお願いしましょう。多く
の人が、東方の賢人たちのように
「東方でその方の星を見たので、拝
みに来た」(マタイ2,2)、と繰り返し
ています。キリストを信じている私
たちが、信心生活に裏打ちされた誠
実な友情をもって、すなわち皆に愛
徳をもって理解を示し、愛情深く振
る舞うなら、私たちに自分の望みを
明かすでしょう。そしてまた、様々
な分野で善のため働いている多くの
人々にも感謝することでしょう。

ベネディクト十六世は、賢人たちの
態度に感嘆されて、こうコメントし
ておられます。「彼らは、宮殿では
なく、ベトレヘムの貧しい小屋に赴
き、母親に抱かれた単なる赤ちゃん
の前に額ずいて礼拝したのです(マタ
イ2,11参照)。どうしてそのようにで
きたのでしょうか。どうして賢人た
ちはあの赤ちゃんが『ユダヤの王』
でありまた諸国の王であると納得で



きたのでしょうか。神なる幼子のい
た小屋の上に止まった星が、『出発
のとき』見た星と同じものであるこ
とを確信したからです(マタイ2,9参
照)。

しかし、もし賢人たちが心から真理
を求める人でなかったなら、星は何
の役にも立たなかったでしょう。権
力欲やこの世の富に取り付かれてい
たヘロデ王と違い、賢人たちは、捜
し求めている目的目指して歩みを進
め、幼子に出会うと、知識人であっ
たにも関わらず、ベトレヘムの羊飼
いたちと同じように振舞ったので
す。あのしるしを認め、神なる幼子
を礼拝し、持ってきた象徴的な素晴
らしい贈り物を献上したのです。」
[25]

「主は全ての人々に向かって、ご自
分との出会いを求めるように、聖人
になるようにと語りかけておられま
す。賢人であり、権力もあった博士



たちだけをお呼びになったのではあ
りません。その前に、ベトレヘムの
羊飼いたちに、星ではなく、天使を
お遣わしになったのです(ルカ2,9参
照)。とは言え、貧しい人も富んだ人
も、賢人もあまり賢人でない人も、
神のみことばを受け入れるための心
構えを持たねばならない」[26] こと
を忘れないようにしましょう。

16. この使徒職の仕事は、特別な資
格を必要とする分野で働いている人
たちだけのものではありません。い
つも大きな効果をあげるのは、一人
ひとりのキリスト者が普段の生活の
場所で繰り広げる個人的な使徒職で
す。ですから、人々を神に近づける
ためにどのように人々の手助けをし
ているのでしょうか。個人的に深い
糾明をするようお勧めします。どの
ように祈り、どんな犠牲を捧げてい
るのでしょうか。最後まで仕上げた
仕事を何時間お捧げしたでしょう
か。友達や親戚、知人たちと、直



接、また手紙で、どんなやり取りを
したでしょうか。一緒に住んでいる
人たちが、この聖なる心遣いに目覚
めるよう助けましょう。キリストの
教えの効果を信じることで、私たち
は、兄弟姉妹によりよく仕え、もっ
と彼らを愛するように仕向けられる
はずです。誰に対しても無関心でい
ることはできません。

知性を照らす使徒職は、前述したよ
うに皆の務めです。ところで、新た
な福音宣教が急を要する分野が数多
いことを忘れてはなりません。今、
優先的にキリストの教えを染みとお
らせるべき特別な環境が幾つかあり
ます。政治家、科学者や研究者、報
道関係者などの仕事を一瞥するだけ
で十分でしょう。男性も女性も全て
の人が主のみ声を聞き、それに従う
必要性を実感しています。私たちも
そうです。



福者ヨハネ・パウロ二世がこう述べ
ておられます。「現代人にとって戦
いは、世俗精神が猛威を振るってい
るところでは熾烈を極めていま
す。」そしてそれは「『アレオパゴ
スの現代版』つまり新しい説教壇」
を作り出しています。「これらのア
レオパゴスは、現代の科学や文化、
情報伝達手段の世界だと言えます。
それは、知的なエリートたちが生ま
れる環境であり、作家や芸術家の環
境です。」[27]研究と教育

17. 常に全ての人に関心を持たなけ
ればならないとしても、知的階級の
人々に福音を伝えることの重要性を
誰もが承知しています。あなた方は
世の光にならなければならない、
vos estis lux mundi (マタイ5,14) と
いう言葉は、皆が思い起こさなけれ
ばなりませんが、特に大学等の研究
所で働いている人たちには、それを
熟考する義務があります。事実、そ
の職業によって、彼らは再福音宣教



の最前線に立っているのです。聖ホ
セマリアは、1928年以前から知識人
たちとの使徒職を熱心に推進し、こ
う書いています。「大学の最高の使
命は、人々への奉仕であり、所在地
で社会のパン種になることです。」
[28]

これは、このような環境で活動して
いる人たちが従うべき使徒職の指針
を明白に示している言葉です。パン
種になること、光とぬくもり、しか
も福音の光と暖かさを伝えることで
す。友人や同僚、生徒たちが、教会
の教導職に徹底して従いつつ、キリ
ストの福音を、心にしっかりと刻み
込み、それに即して振舞うことがで
きるようにするためです。そうする
ことで文化面での福音宣教に貢献す
ることができます。「あなたは神へ
の愛と救いへの熱意を人々に移さね
ばならない。大勢の心を燃え上がら
せ、その人たちがまた、それぞれの



職場の仲間にも同じようにすること
ができるためである。

そのためには、莫大な霊的カロリー
が必要となる。あなたが冷たくなっ
たとすれば、何と重大な責めを負わ
ねばならないことだろう。さらに考
えたくはないが、万一、悪い手本を
示したりすれば、何と恐ろしい罪に
なることか。」[29]

初代信者の模範に倣って、人間の尊
厳とイエス･キリストにおいて神の子
の光栄に召されている目的にふさわ
しい(2コリント3,18参照)、新しい文
化、新しい法令、新しいファション
を生み出そうと、世界中の多くの
人々や研究所が挑んでいる健全な挑
戦を空回りさせることはできませ
ん。私たち皆がその実現のため祈
り、寛大に協力すべきならば、大学
教授や研究者は、その職業上のあら
ゆる機会を一つひとつ活用してそれ
を推進するため、強い責任をもって



忍耐強く頑張らなければなりませ
ん。この文脈において、信仰は、私
たちが真理を目指して前進するため
の支えであり、この徳の強さそのも
のによって、全ての環境に信仰もた
らし、私たちを取り巻く人々が信仰
を受け入れたり、信仰を深めたりす
るよう熱望しています。

18. 大学教授や他の学者の仕事に
とって極めて大事なことは研究調査
です。この務めにおいて、真理の探
究と伝道を目指すキリスト信者は、
分裂や相対主義を乗り越えた知識形
体を作り出す熱意があるから、教義
を伝えるきめ細かな使徒職を展開す
る機会を絶えず見つけ出すことがで
きます。研究のテーマや広範な教育
の分野において、信仰の観点からみ
ると、「中立」はあり得ません。私
たちの全ての行為は、図式的な化学
の授業に至るまで、キリストの王国
を広めるのに協力するか、しないか
のどちらかです。「科学に必要な客



観性は、あらゆる概念的中立、あい
まいさ、順応主義、臆病を全て排斥
します。真理への愛は命と科学的な
仕事全体に関わることです。」[30]
教授や研究者が、神に光栄を帰し、
人々に仕えることを望んで働くと
き、話を聞いたり、その仕事の影響
を受けたりする人々は、彼からキリ
ストの良き香を感じ取るに違いあり
ません。というのも彼が一貫してキ
リスト者として振る舞い、学生や同
僚たちのために寛大に時間を割き、
正しい意向で仕事に従事し、弟子た
ちを教え導き、知識を伝える熱意を
もって自分の職業に携わるからで
す。

他方、このような知的な仕事は、内
外の著名な研究者たちと関わりを持
つのに好都合で、誠実な友情を築く
糸口になります。それは、まさに個
人的な使徒職が自然にできる環境で
す。その研究過程で、少なくとも重



要で基本的な道徳を尊重するよう仕
向けることができるからです。

このように新たな福音宣教に重要な
分野で働き、責任を自覚しているカ
トリック信者は、自分の専門分野に
関して、可能な限り報道手段や
フォーラムを通して、正しく堅固な
教義を、どのように伝えるかを模索
すべきです。新聞に寄稿すること
や、ラジオやテレビの番組に入り込
んだり、インターネットを介したり
して、文化的な活動に参入し、公開
討論のテーマについて科学的に公認
された意見を紹介することなどで
す。また通信事業や新聞社を運営し
ている、またそこで働いているカト
リック信者は、紙面や映像が高尚で
正確であるように、またそこで繰り
広げられることが、清く正しいもの
であるよう努めなければなりませ
ん。



このような分野に関わっている人た
ちは、自分の能力を全開させる責任
を感じるべきです。そして、他の多
くの人が、物的な仕事やあまり目立
たない仕事を神への祈りに変えよう
と努めていることを忘れてはなりま
せん。彼らは、社会の指導的立場に
ある人たちが、責任をもって自分の
役務に当たり、神がその成果を求め
られているということを自覚するよ
うにと願っているからです。ですか
ら、人知れず働いている人たちに感
謝しなければなりません。聖ホセマ
リアのコメントを思い起こすことに
しましょう。大学教授と建物の保全
管理に当たっている人と、どちらが
重要な存在でしょうか。そしてため
らうことなくこう答えていました。
深い信仰をもち、聖性の熱意をもっ
て働いている人です。

信仰と理性の調和



19. 神の子であると自覚している私
たちは次のことを述べ伝えるべきで
す。「理性と信仰が互いに競合する
理由は何もありません。一方は他方
を補完し、また両者ともに固有の活
動領域を持っています。(･･･) 神と
人間とは、それぞれの世界にあって
唯一の関係にあります。万物の起源
は神にあり、神の中に秘義の溢れる
ばかりの全体が集約され、そこに神
の誉れがあるのです。人間には、そ
の理性をもって真理を探究する義務
があり、この義務が、実に人間を貴
いものとするのです。」[31]

聖ホセマリアの視野は全面的に今も
通用します。「科学的探究で得た知
識をベースにして信仰と理性の間に
はいかなる対立もないことを示さな
ければなりません。」[32] 両者の間
には全面的な一致がなければなりま
せん。この二つの知識の分野はとも
に神からくるものであり、創造主の
「ロゴス」（みことば）、つまり人



となられたみことばからくるもので
あります。

ヨハネ・パウロ二世は、使徒的書簡
「新千年紀の初めに」で、こう述べ
ておられます。「キリスト教的あか
し、特に、デリケートで議論の余地
のあるこの分野において効果的なあ
かしを立てるためには、教会の立場
を的確に説明する努力が重要です。
何よりも、このあかしは、信仰を持
たない人に信仰の価値を押し付ける
ためでなく、人間存在の本質そのも
のに根ざす価値を説明し、弁護する
ためである、ということを強調すべ
きです。こうして愛は、必然的に、
文化、政治、経済、家庭に奉仕する
ことになるでしょう。なぜなら、人
間存在の意義および文明の未来が
よって立つ基本的原理が、いたると
ころで尊重されるようになるからで
す。」[33] このためには「言葉の
賜」が必要です。それは信仰をもっ



て聖霊に頼み、人間的な手段を講じ
るなら、与えられます。

周知のように、教会は、信徒が、カ
トリック教義をわきまえ、一市民と
して、自分の職業で、全く自由に、
他の市民たちと同じように振舞うこ
とを認めています。人間的な問題等
に対して感受性を鋭く持って、しっ
かりと育てられた正しい良心に従っ
て、超自然的な見方でそれらの問題
を判断し、キリスト教に基づいた解
決方法で検討することによって、個
人的な使徒職の責任を燃え立たせ、
科学的な論議によりもっと人間的、
常にキリスト教的な解決策を推し進
めることができるようになります。
ですから、夫々の科学的、人道的な
分野で、特に教義的倫理的に重要な
面を持つ仕事において、真摯に取り
組むことが大切です。道徳的な危機
に見舞われている現代社会、そして
福音宣教での持続的な必要性によっ
て、いつにもましてキリスト者の研



究者たちはこの仕事に譲歩せず、こ
れらのテーマの探求をコンスタント
に続け、現代社会の諸問題の正当な
解決を図ることが、もっとも緊急な
ことになっています。

公衆道徳

20. 福音宣教を優先的に進めるべき
もう一つの分野は公衆道徳です。
人々や全社会でキリストの影響を妨
げる最も大きな害毒の一つは、官能
的な高波です。それは、習慣や法
律、ファションや報道機関、芸術界
に蔓延しています。この害毒の攻撃
に対しては、祈り、償い、そして
人々を祈りに招き償いを促すこと、
さらにキリスト者としてまた人間と
しての責任から、カトリック信者や
他の多くの善意の人々に、何らかの
手立てが必要だと気づかせ、動員し
なければなりません。嘆くことだけ
では何の役にも立ちません。まして
や、人に嫌な思いをさせたくないと



無関心をかこつことなど言語道断で
す。いつも、社会の隅々にまで影響
を与える使徒職に、また、まず自身
の生活、自分の家庭、自分の職場か
ら始めて、社会を根本的に変容させ
るための仕事に、張り切って精を出
すのにふさわしい時です。

異邦人の使徒の勧めに耳を傾けま
しょう。「神から頂いた恵を無駄に
してはいけません。なぜなら『恵の
時に、私はあなたの願いを聞き入れ
た。救いの日に、私はあなたを助け
た』と神は言っておられるからで
す。今や、恵の時、今こそ救いの
日」(2コリント6,1-2)。キリスト者
は信仰の確実さをもって振舞わなけ
ればなりません。巷に見られる神の
法を無視したあらゆる事柄を健全な
ものにするためには、体面を繕った
りせず、信仰に全幅の信頼を寄せて
いることが周囲に知られることを恐
れたりせずに行動することが必要で
す。ベネディクト十六世が度々述べ



ておられるように、取引できない価
値があるのです。「受胎の瞬間から
自然死にいたるまで、人生の各瞬間
を守ること、男女間の結婚に基づく
一致によって始まる自然な真の家族
構成を再認識し、推進すること、そ
して､それを異なる形式の家族構成を
法的に認めようとすることから擁護
すること。実際、この異質な家族構
成は、正当なものに悪影響を及ぼ
し、混乱させ、社会的な特別で代替
不能な家族の特質をあいまいなもの
にします。それから子供たちを養育
する両親の権利を守ることです。」
[34]

教皇様はこう明言なさいました。
「これらの原則は、信仰箇条ではあ
りませんが、信仰によって新たなス
ポットが当てられ、堅固にされま
す。それは人間の本性自体に刻み込
まれており、それゆえ、全人類共通
のことです。それを推進する教会の
動きは、信仰を宣言させるものでは



なく、入信とは無関係に、全ての
人々を導くことです。これらの原則
が否定されたり歪曲されたりするこ
とが多くなればなるほど教会のこの
動きが必要になります。なぜなら、
人としての真理に反することであ
り、正義そのものをいたく傷つける
からです。」[35]

21. 同じ考え、同じ動機で、教会の
教えの基本点を擁護すべきです。と
いうのも、宗教色なしの市民社会に
しようと躍起になっている人々のグ
ループが執拗に教理を攻撃している
からです。その例は、イエス･キリス
トを取るに足りないものにしようと
する野蛮な攻撃から、教会と司牧者
や諸団体を中傷することに至るま
で、枚挙にいとまのないほどです。

キリスト者としての召し出しにふさ
わしい生き方を望む信者の役目は、
人々にキリストを示し、特に世論に
広まっているテーマに関する教会の



教えを、まず模範で、そして時宜を
得た言葉で伝え広めることです。ド
ン･アルバロの鮮明な説明が記憶によ
みがえります。「まず自分の家をき
れいにすることが必要なように
(･･･)、一人ひとりが、キリスト信者
に最適のこの役目にどれほど気を
配っているかを糾明しなければなり
ません。」[36] これは、初代信者に
対する使徒パウロの教えがこだまと
して聞こえる言葉です。「神のみ心
は、あなた方が聖なる者となること
です(･･･)、おのおの汚れのない心と
尊敬の念を持ち、神を知らない異邦
人のように情欲におぼれてはならな
いのです。このようなことで、兄弟
を踏みつけたり、欺いたりしてはい
けません。(･･･) 神が私たちを招か
れたのは、汚れた生き方ではなく、
聖なる生活をさせるためです」 (1テ
サロニケ4,3-7)。

現代は、聖パウロのこの勧めがぴっ
たり当てはまる状況にあります。事



実、全てを巻き込もうと襲い掛かっ
てくるねばねばと汚れた世の荒波を
跳ね返すことは、もし私たちに些か
なりとも世の流れに共鳴する思いが
あるとしたら不可能になります。
「あなたの心の中で煮えたぎり湧き
上がる邪悪、芳香を放つ腐敗をもっ
てしても、キリストご自身があなた
の心にお与えになった数々の偉大な
理想や崇高な命令を押し流してしま
うことはなくなるのである。」[37]

同じように強調しているナシアンズ
の聖グレゴリオの言葉を、福者ヨハ
ネ・パウロ二世が、司教の使命に関
する使徒的勧告で引用しておられま
す。「まず自分を清めなければなり
ません。それから、人を清めなさ
い。まず自分が知恵に学び、それら
の知恵でもって人を教えなさい。ま
ず自分が光となり、それから人を照
らしなさい。まず自分が神に近づ
き、それから人を神へと導きなさ



い。まず自分が聖なる者となり、そ
れから人を聖化しなさい。」[38]

私たちは、他の人よりも優れている
などと思うことはできません。そう
でないのは確かですから。何度も、
自分の状況をイエス･キリストの教え
に照らし合わせて、できる限り完璧
にみ教えに沿うようにやり直すこと
が必要です。私たちはまず、自分の
考えや計画、言葉や仕事、最も小さ
なことにいたるまで、神のお望みに
一致させようときっぱりと決意し、
内的闘いに取り組むことが急務で
す。「戦いの前線は私たちの内に、
つまり情欲にあります。内的戦いを
する人は罪の機会や、信仰を弱ら
せ、希望を失わせたり愛徳を損なわ
せたりすることをきっぱりと払いの
けようと気を配るものです。」[39]

22. これはいつも糾明すべきことで
すが、この信仰年の日々にはより力
を入れるべき点です。聖性の戦いは



どうなっているでしょうか。個人的
な霊的指導での勧めを具体的に掘り
下げて実行しているでしょうか。
度々主の許に赴き、小心に陥ること
なく、細やかな良心にしてください
と嘆願しているでしょうか。魂の城
壁にある小さな亀裂を発見するため
です。敵はそこを通って入り込もう
とし使徒職の効果も低下させるので
す。新しい戦いのポイントに出会う
可能性に喜びあふれていますか。神
の恩恵に支えられて、決然とスポー
ツ選手の心で立ち向かうためです。

Non enim vocávit nos Deus in
inmundítiam sed in
sanctificatiónem (1テサロニケ
4,7)、「神が私たちを招かれたの
は、汚れた生き方ではなく、聖なる
生活をさせるためです」。幾つかの
報道機関が他の事を教え込もうと望
んだり、まず私たちの無秩序な傾き
による複雑さで、あらゆるタイプの
逸脱があったりしても、行動を清め



るための戦いは常に魅力あるもので
ありまた可能なことです。ですか
ら、あらゆる環境で、この目標から
はほど遠いと思えるような人々に
も、一人ひとりにこの理想を提案す
ることができるし、またそうしなけ
ればなりません。荒波や暴風に見舞
われている今の世で、一人として拠
り所を求めない人はいません。確か
にこれは新しい状況ではないので
す。キリスト信者として私たちは、
多くの人が無意識のうちに望んでい
る安全な道を歩む者として、それを
伝えることができます。主の戦場で
戦いつつ前進していきましょう(1マ
カバイ3,2参照)。in hoc pulchérrimo
caritátis bello, この麗しい愛の戦い
の結果、主の愛に忠実な人々のため
に、主が勝ち取ってくださった全面
的に信頼できる幸せを手に入れるの
です。

23. ベネディクト十六世は、最近、
「信仰年」に関して司祭と司祭志願



者に話し、ゆるしの秘跡にあずかる
ことの重要性を強調し、こうお話に
なりました。「和解の秘跡の実行自
体が告知であり、それゆえ、新福音
宣教のために歩むべき道なのです。

どういう意味で、ゆるしの秘跡が、
新福音宣教の「道」であると言える
のでしょうか。何よりも、新しい福
音宣教は、教会の子らの聖性から、
すなわち、キリストとより深く一致
するため個人と共同体が日々回心す
ることを通して実りあるものになり
ます。聖性はゆるしの秘跡と緊密に
つながっています。それは、歴代の
全ての聖人が立証しています。真実
の回心とは、私たちを変え、私たち
を新たにする神の御働きに全てを委
ねることです。これこそあらゆる事
を改善に導く「原動力」であり、福
音宣教のための真の力になるもので
す。ゆるしの秘跡において、痛悔し
た罪人は、神の無償の御憐れみに
よって、認められ、ゆるされ、そし



て聖化されます。つまり新しい人に
してもらうため、古い人から抜け出
るのです。ただ、神の恩恵によって
心の底から新たにされた人だけが、
福音の新しい教えを自分のものに
し、またそれを告げ知らせることが
できます。」[40]家族制度

24. オプス・デイではいつも、神と
の父子関係に由来する楽観的な態度
と超自然的な観点で生活すべきで
す。しかし、現代、快楽主義の波に
最も脅かされているのは家庭である
ことを忘れてはなりません。特にこ
の状況からもたらされている深刻な
害は、夫婦間の不忠実と若者が神の
招きに耳を傾け、応え‐何よりも使
徒的独身への招きに‐従うことに困
難が増してきているということで
す。ですから現代は特に、社会のあ
らゆる階層で「逞しさと純潔の戦
い」[41] が緊急に必要です。



この清さの戦いには、他の諸徳と同
じように、肯定的な喜びである聖な
る純潔を、各々が自分の立場で個人
的に実行する細やかさが非常に大切
です。また、友情と親しい語り合い
の使徒職を通して影響を与えること
も疎かにしてはなりません。さら
に、様々な分野での研究はいつでも
有益なものです。初代信者の模範に
ならって、世界中で多くの人や団体
が、新しい文化、新しい法律、新し
いファションなど先述した事柄の促
進をどのように奨励するかについて
の研究です。

この野心的な目標を達成するには、
祈りに堅忍し、懸命に働く必要があ
るでしょう。大きな望みを持ち、一
人ひとりが目標達成の条件にしてい
ることを現実に当てはめることで
す。一人ひとりが、自分の環境の中
で、小さくとも肯定的な模範となり
聖なる非妥協を実行して、私たちが
考えているよりももっともっと遠く



まで影響を及ぼすことができること
を納得しなければなりません。聖ホ
セマリアが環境問題に関して使って
いたたとえを思い出します。私が述
べていることの説明に役立つと思い
ますからそれを引用します。

「最近、皆さんの年上の兄弟たち
に、かつては度々船や網について話
したが、今はどこでもエコロジーに
ついて話したり書いたりしていると
言いました。川や湖、あらゆる海
で、水を採取し、それを分析するの
に力を入れています。･･･

ほとんどの場合、分析の結果は悪い
もので、魚はふさわしくない所に住
んでいることになっています。

私たちが船と網について語り合った
ときには、皆さんと私はいつもキリ
ストの網とペトロの船、そして人々
のことを話題にしたものです。主が
『私についてきなさい。人間をとる
漁師にしよう』(マタイ4,19)と、仰



せになっているのですから。ところ
で、これらの魚、つまりこれらの人
間にありうることですが、世界中で
また教会内で起こっていることを見
て、汚物に覆われているようなこの
海、臭気に満ちているこの川には食
べ物もなく、きれいな空気を吸うこ
ともできないので、これらの魚たち
―霊魂を有し知性のある人間ですか
ら―は、次のようなことを思いつく
でしょう。一跳びするだけで十分
だ。外に出よう! ここで生きる価値
はない。少なくとも岸辺に逃れ、口
をパクパクして、よい空気を吸お
う。これで十分だ。

いいえ、子供たちよ、これはよくあ
りません。この汚れた世の真只中
で、濁った海の中で、大都会や片田
舎を流れる川の中で、生きなければ
ならないのです。これらの川には渇
きを癒し、力を取り戻させる水はな
く、毒水だけが流れています。子供
たちよ、私たちは、いつも通りで、



世の中で、周りにきれいな水溜りを
作るように努めつつ、過ごすべきで
す。それは、他の魚たちを呼び寄せ
るためです。水溜りを広げ、川をき
れいにし、再び海の水質を高めるの
です。」[42]

25. 今日蔓延している社会状況や倫
理観と同じかもっとひどい環境の真
只中で、退廃したローマ帝国の雰囲
気を変えるという熱意をもって教会
が始まりました。キリスト信者はい
つもそのように働かなければなりま
せん。人類社会をキリストの雰囲気
で包み込むことを求めて決然と働く
のです。

家庭においては両親がこの重要な役
割を果たすかけがえのない存在で
す。その家庭を、また子供たちの教
育を真にキリスト教的なものにする
ための両親の努力は、キリスト信者
としての振る舞いの原点となり、多
くの夫婦に影響を与える清い憩いの



場になるでしょう。他方、そこか
ら、神に全てをささげる司祭への、
また教会内で様々な働きをする召し
出しが、聖職者としての生活や世俗
的な分野で生まれるようになるで
しょう。また、聖ホセマリアが話し
ていたように、新たな「輝く明るい
家庭」が生まれるでしょう。

繰り返しますが、父親母親独自の権
利によって、広い範囲にわたって
様々な色調を帯びた個人的な使徒職
を繰り広げることができるはずで
す。同じ様な問題を抱えた多くの人
たちと、自由に提携し、共に、これ
らの明確な状況に対処していくのは
当然です。娘たちや息子たちが人間
として霊的にも成熟していくため
に、時間を活用して、ふさわしいレ
クレーションや娯楽、旅行や種々の
活動などを推進することです。学齢
期の子供たちを持つ夫婦は、その責
任にぴったりの資格を持っていま
す。教育的責任の重要な部分とし



て、学校や若者のクラブの選択や推
進、さらに、子供たちが通う学校の
歩みに積極的に関わる重要性も明ら
かです。子供たちをふさわしく導く
ため、法律によってもたらされる全
ての手段を駆使することです

長年、男女共学の有用さが宣伝され
ていましたが、近年、男女別学の小
中学校のよさが脚光を浴びるように
なってきました。これは新しい世代
の形成のためにとてもよいことで
す。この仕事に関心を持って、法的
教育的な側面からの研究とこの世論
を普及させるよう努め、このように
振舞うことの正当性と利益を示すこ
とです。これは、女児や男児、少女
や少年に敬意を示すことにもなり、
また教育と人格形成にも効果のある
ことが承認されています。

26. この文脈において、同じ様に、
自由を正しく解釈することが必要で
す。というのも、度々、この賜物が



真理と密接につながっていることを
考慮することなく、この自由の賜
を、各瞬間に最も欲しいもの、また
わがままを満足させたり安楽さを与
えたりするものを選ぶことのできる
単なる能力と取り違えているからで
す。自由は、人間の偉大な善です
が、罪によって弱まってしまいまし
た。しかし、キリストが恩恵によっ
てそれを癒し、超自然的で新しい真
の自由という範疇に引き上げてくだ
さったのです。それが神の子の自由
です(ローマ8,18-19.21参照)。聖ホ
セマリアは、まさしく、人間に関す
る最も親密な真理である父子関係、
父なる神の子供であることをよく
知っており、心からそう感じていま
したから、キリスト信者の自由につ
いて、特別に深く理解することがで
きたのです。そして「自由、自由、
と声を大にして叫ぶ人々の欺瞞」を
警戒し、忠告していました。「その
ような叫びは悲しむべき奴隷状態に
陥っている証拠であることが多いの



です。過ちを選べても自由であると
はいえません。私たちを自由にする
ことがおできになるのはキリストだ
けです(ガラテア4,31参照)。主の
み、道であり、真理、生命ですから
(ヨハネ14,6参照)。」[43] さらにこ
う言っています。「自由が本当の意
味をもつのは、救いをもたらす真理
を得るために使うとき、あらゆる種
類の奴隷状態から解き放つ神の無限
の愛を疲れをいとわず求めるときな
のです。」[44]

私たちキリスト信者は、責任ある市
民として、自分の自由と人々の自由
を守り育てるためにでき得る全ての
ことをすべきです。同時に、全ての
人が新たな自由、つまりhac
libertáte nos Christus

liberávit (ガラテア5,1), キリストが
私たちにくださった自由を見出すよ
うに助けなければなりません。これ
は新しい福音宣教の急がれる課題の



１つです。すでに思い起こしても
らったことですが、結婚生活を聖化
しなければならない人々は、この使
命を果たすかけがえのない立場にあ
ります。ですから、一人ひとりに、
責任をもって、結婚と家族について
の正しい教えを広める義務のあるこ
とを強調したいと思います。

信仰を体験し実行する

27. 知性の使徒職であろうと、指摘
したばかりの主要な分野であろう
と、新たな福音宣教を遂行するため
に努力しているあらゆることは、
しっかりとした信仰という土台に支
えられていなければなりません。
「信仰がなければ神に喜ばれること
はできません」(ヘブライ11,6)と、
聖書が明示しています。

キリスト者としての生活を始めさせ
てくれるこの対神徳は、知性に自由
な同意を求め、神のみ旨に全面的に
忠実であるよう導きます。この神の



み旨は、啓示された諸真理に表れて
おり、それを確実なこととして受け
入れるべきことは、創世記に記述さ
れているように全ての被造物の善だ
けをお望みの創造主の権威に基づく
ものであると伝えています。それゆ
え、信仰をしっかりと身につけ、実
行することによって、いつも神を全
面的に信頼するようになります。神
は、私たちが責任をもって自由に全
てを主に委ねる時、ご自分の命に与
らせると確言されました。神ご自身
との一致を目指す道としてこれらの
真理をお伝えになったのです。

「このような観点から、『信仰年』
は、世の唯一の救い主である主に対
する誠実で新たな回心への招きで
す。神は、主の死と復活の神秘に
よって、完全な愛を示されました。
この愛は、私たちを救い、罪のゆる
しにより回心して生きるよう招きま
す(使徒言行録5,31参照)。聖パウロ
にとって、この愛は私たちを新しい



いのちに促すものです。〈私たちは
洗礼によってキリストと共に葬ら
れ、その死に与るものになりまし
た。それは、キリストが御父の栄光
によって死者の中から復活させられ
たように、私たちも新しいいのちに
生きるためなのです〉(ローマ6,4)。
信仰により、この新しいいのちは、
復活の全く新しい姿に従って、人間
の全存在を形づくります。」[45]信
仰の模範

28. ヘブライ人への書簡は、義人ア
ベルを皮切りに、救いの歴史の中
で、神を信じ、全精力を傾けて神を
知り、神を愛して、主に一致し、命
をかけて神に仕えた男女の姿を次々
と示しています (ヘブライ11,4-40参
照)。中でも際立っているのが、「私
たちの信仰の父」[46]、アブラハム
です。私たちは彼から、神に希望す
る者の剛毅をも学ばなければなりま
せん。この信仰年の間に、私たちは
信仰生活を強化すべきだからです。



私たちを天に導く諸手段をますます
確信し、至聖三位一体に信仰、希
望、愛徳を強めてくださるようお願
いすることです。

カルデアでウルの町を見たとき「ア
ブラハムは主のみ声を聞きました。
主は彼を祖国から、その民から、あ
る意味で彼自身からも、連れ出され
たのです。それは、契約の民の未
来、そして全人類にも及ぶ救いの計
画の道具にするためでした。」[47]
太祖はためらうことなく直ちに出発
しました。

「信仰によって、アブラハムは、自
分が財産として受け継ぐことになる
土地に出て行くように召し出される
と、これに服従し、行き先も知らず
に出発したのです。信仰によって、
アブラハムは他国に宿るようにして
約束の地に住み、同じ約束されたも
のを共に受け継ぐ者であるイサク、
ヤコブと一緒に幕屋に住みました。



アブラハムは、神が設計者であり建
設者である堅固な土台を持つ都を待
望していたからです。信仰によっ
て、不妊の女サラ自身も年齢が盛り
を過ぎていたのに子をもうける力を
得ました。約束をなさった方は真実
な方であると、信じていたからで
す。それで、死んだも同様の一人の
人から空の星のように、また海辺の
数え切れない砂のように、多くの子
孫が生まれたのです」(ヘブライ
11,8-12)。

固く信じるという同じ偉業が新約聖
書では強力により広範にわたって継
続され発展しています。その中で聖
母が比類なき教師として示されてい
ます。信仰によって「マリアは天使
のことばを受け入れ、自分が従順に
身を捧げることによって神の母とな
るというお告げを信じました(ルカ
1,38参照)。エリザベトを訪ねたマリ
アは、神に信頼した人々のうちにい
と高き方が不思議なわざを行われた



ことを賛美して歌いました(ルカ
1,46-55参照)。マリアは喜びと不安
のうちに独り子を産み、おとめであ
り続けました(.ルカ2,6-7参照)。マリ
アは夫ヨセフを信頼して、ヘロデの
迫害から救うために、イエスをエジ
プトに連れて行きました(マタイ
2,13-15参照)。マリアは同じ信仰を
もって、宣教する主に従い、主と共
にゴルゴタへの道を歩み通しました
(ヨハネ19,25-27参照)。マリアは信
仰によってイエスの復活の実りを味
わい、全てのことを心に納め(ルカ
2,19.51参照)、聖霊を受けるために
上の部屋に集まっていた十二人にそ
れらを伝えました(使徒言行録
1,14.2,1-4参照)。」[48]

それゆえ、マリアの信仰を黙想し深
めることで、私たちが神にまったく
依存していることが体験されます。
また、どうやって素晴らしいことを
行えるのかが分かるようになり、人
生や教会、そして私たちが受け取っ



た救いの協力という仕事にも思いも
よらない展望を与えてくれるので
す。このような展望は、人生の中で
ほとんど重要でないように見える些
細なところまで広がります。神と共
にいるのですからpóssumus! 何でも
できるのです。しかし主と共にいな
ければ、nihil 何もできません。

十二使徒は、信仰によって全てをお
いて神なる先生に従いました。初代
の弟子たちも同じように振る舞いま
した。殉教者たちは福音を証しする
ため命を捧げました。そしてあらゆ
る時代の数知れないキリスト者がそ
うしましたし、近年においてもそう
です。「信仰によって、いのちの書
にその名が記されているあらゆる時
代の人々が(黙示録7,9.13,8参照)、
世々を通じて、自分がキリスト信者
であることを証しするよう招かれた
あらゆるところで、主イエスに従う
ことの素晴らしさを告白してきまし
た。すなわち、家庭、職場、公共生



活の中で、たまものや自分が招かれ
た職務の行使を通じて。」[49]聖ホ
セマリアの模範

29. 教会の歴史に注目すると、逆境
におけるキリストの民の信仰を改め
て活き活きとさせ強めるために、神
のみ手の道具となった男女が欠けた
ことはなかったことに気づきます。
私は創立者の模範を思います。聖ホ
セマリアは、信仰における先達の生
活や主への応え方を度々黙想してい
ました。ですから、創立者は、太祖
アブラハムのように、自分の気高い
計画を放棄し、神のみ声に従って、
世界中を駆け巡り、兄弟姉妹に「福
音のように古く、福音のように新し
い」[50] 教えを伝えたのです。つま
り、神は私たち皆が、仕事と日常生
活のあらゆる状況において、この世
のあらゆる現実において、聖性を求
めるように招いておられる、という
教えです。創立者は、信仰と希望の
人であり、司祭でした。主は創立者



に、愛徳と一緒に、諸徳を非常に深
く刻み込んで行かれました。この深
い信仰、この偉大な希望を育むこと
によって、引き受けた使命を遂行す
ることができたのです。今ではその
精神に養われ、神の栄光を求める
人々が、あらゆる年代、様々な民族
や状況の中で、「天の星のように、
海辺の砂のように」(創世記22,17)
計り知れない数にのぼっています。

聖ホセマリアの生涯は、私たちの毎
日が、利己主義に譲歩することな
く、信仰、希望、愛を実行するため
のものにできるし、またそうすべき
である事を示しています。私たち
は、対神徳をどのように日々の振る
舞いに表しているかを自問してみた
らよいでしょう。あらゆる状況下で
順調なときも、不都合に思えるよう
な時にも、父なる神のみ摂理を見て
取っているでしょうか。つまり、個
人的な取り柄や人間的な手段がなく
ても、ómnia possibília credénti(マ



ルコ9,23)、信じるものには全てがで
きることを強く確信しているでしょ
うか。使徒職において楽観的でしょ
うか。聖パウロが言うようにómnia
possum in eo, qui me
confórtat(フィリッピ4,13)私たちの
力であるキリストにおいて全てが可
能であるという確信に基づいた超自
然的な楽観主義を持っているでしょ
うか。

おそらく、私たちは未だに対神徳を
熱心に生きているとは言いがたい状
態でしょう。聖ホセマリアの考察を
当てはめることができるはずです。
「私たちは信仰が足りない。神とそ
の御母を信頼してこの徳を実行する
なら、勇気と忠誠心を備えた人間に
なるだろう。常に神である御方は私
たちの手を使って奇跡をなさるだろ
う。

イエスよ、このような信仰をお恵み
下さい。私は心からそれを望んでい



ます。私の母、私の貴婦人、いとも
聖なるマリアよ、私が信じる者とな
るようお助け下さい。」[51]

創立者は、ご自分と多くの子供たち
のため、また全てのキリスト信者の
ために、対神徳を深めてくださるよ
う、度々、嘆願されました。また、
毎日のミサ聖祭でホスティアとカリ
スを掲げる時には、心のうちで
adáuge nobis fidem, spem,
caritátem! 信仰、希望、愛を増して
ください、とお願いしておられまし
た。いつもあらゆる状況下で神と
人々に最も良く仕えることだけを、
また私たちもよく仕えることができ
るようにという唯一の目的が創立者
を動かしていました。繰り返します
が、こうして初めて、今もいつも、
教会の歩みに新たな実りがもたらさ
れるのです。教皇様がこう記してお
られます。「この『信仰年』が全て
の信者のうちに、完全かつ新たな確
信と、信頼と希望をもって信仰を



『告白』したいという望みを呼び起
こしますように。」[52]

そして教皇様はこう続けておられま
す。「信じることについて考察する
ことは、とくに『信仰年』の間、全
ての信者が自分のものとしなければ
ならない務めです。古代のキリスト
信者が信条を暗記するよう求められ
たのは理由のないことではありませ
ん。信条は日々の祈りとなって、洗
礼によって課せられた務めを忘れず
にいるために役立ちます。」[53]信
仰を願う、そして深める

30. 信仰年には、―いつでもこのや
る気を持ちたいものですが―ごミサ
や他の折にクレドを唱えるとき、心
をこめて、言葉とその意味にもっと
よく注意して、教会の信仰を告白す
るよう努めることです。それには、
クレドの種々の信条を勉強したり
度々黙想したりすることが役に立つ
でしょう。ベネディクト十六世が、



この信仰年の真の実りを際立たせる
ために、勧めておられることの中で
も、「カトリック教会のカテキズ
ム」あるいはその「要約」を勉強す
ることが最も大切です。それは第二
バチカン公会議の素晴らしい遺産で
あり、カトリック教会の教えを完全
に、調和よく、秩序立てて収めてい
ます。

「信じる行為と、信じる内容との間
には深い一致があります。」[54]信
仰の内容についての知識はなくては
ならないものです。信仰を受け入れ
るため、また教会が提示することに
知性と意志をもって完全に一致する
ため本質的なことですから。このよ
うな受容によって示されるのは、信
じる時には、信仰の神秘を全て自由
に受け入れているということです。
神ご自身が、真理を啓示することを
保証し、愛の神秘を私たちの理性に
示されるからです。



教皇様はこう続けられます。「他方
で、次のことを忘れてはなりませ
ん。現代の文化状況の中で、多くの
人が、信仰のたまものが与えられて
いないことを認めながらも、自分の
人生と世界に関する究極的な意味と
決定的な真理を誠実に探求していま
す。この探求は真正な意味での信仰
の『入り口』です。なぜなら、この
探求は、人を神の神秘にまで導く道
へと連れて行くからです。」[55]

あらゆる人が霊的な胸騒ぎを抱いて
いますが、それを解決するための素
晴らしい試みにくじけず取り組みま
しょう。人々の真理への飢えを満た
す適切な形成を提供するためです。
特に現代、非常に重要なことは、
様々な動機で関わっている人々に、
この世の生活が人間存在の一時的な
期間であることを教えたり、思い起
こさせたりすることです。神は私た
ちを永遠のいのちのためにお造りに
なり、神ご自身のいのちに参与さ



せ、完全で終わりのない幸せを与え
ようとお望みなのです。至聖三位一
体のこの賜は死後にしか与えられな
いものですが、この世においてもす
でに始まっています。「永遠の命と
は、唯一の真の神であられるあなた
と、あなたのお遣わしになったイエ
ス･キリストを知ることです」(ヨハ
ネ17,3)。「私の肉を食べ、私の血を
飲む者は、永遠のいのちを得、私は
その人を終わりの日に復活させる」
(ヨハネ6,54)。

31. これからの数ヶ月間は、イエス･
キリストの神秘を掘り下げて黙想す
る新たな機会になるはずです。イエ
スは私たちに、ご自分の行いと言葉
で父なる神を示し、主にいたる道を
お教えになりました。そしてこの目
標を達成するために必要な手立ても
くださいました。つまり、秘跡と
種々の制度を持つ教会です。その
上、聖霊をお送りになり、恩恵に
よって私たちのうちに宿らせ、私た



ち人間が父の家に向かって歩み続け
るように励ましてくださいます。全
ては神の御慈悲によるものです。な
ぜなら、「私たちが神を愛したので
はなく、神が私たちを愛して、私た
ちの罪を償ういけにえとして、御子
をお遣わしになりました。ここに愛
があります」(1ヨハネ4,10)。

「私たちに愛をお示しになるのは、
全能なる御方、天地万物の創造主、
神ご自身なのです。」[56]この本質
的な真理に、自分自身の黙想や人々
を黙想に招くための根本的な役割が
あることを納得しましょう。この感
銘深い告知に感嘆しつつ感謝しま
しょう。そして、普遍的なカテケー
シス(教理指導)を通してこの告知を
広めましょう。まさしく、この〈カ
テケーシス〉という言葉は、メッ
セージが「耳元に響く」という意味
のギリシャ語が語源なのです。キリ
スト者のために、このような伝え方
は最初のころから教会で使われてい



ました。主である先生が説明してい
たように、貴重な真珠、救いの宝を
人々に伝え始めたときからあるもの
です。主の最初の弟子たちは、新し
い良い便りを聞きながら、自分のも
のにし、そして人々に伝えました。
また、話を聞く人がそれを望み、聞
いたことを自分のものにすることが
できるよう導いていました。

20世紀後のキリスト信者である私た
ちも同じように振る舞う必要があり
ます。この世の歩みを共にしている
人々の心に、イエス･キリストのもた
らした真理を響かせましょう。また
個人的な付き合いのない人たちの心
にも祈りを通して響かせましょう。
一人ひとりにふさわしいやり方で、
次のことを示さなければなりませ
ん。神は、〈あなたを〉永遠から
思っておられたのです。神が〈あな
たを〉愛されたのです。神が〈あな
たのために〉素晴らしい天国を準備
されたのです。そこでは、神ご自身



と永遠の喜びがあなたのものとな
り、あなたが心に秘めている幸せへ
の熱望が、遺憾なく満たされるので
す。何と素晴らしいことではありま
せんか。

32. この根本的な真理を分かり切っ
たことのように示すことはできませ
ん。多くの人が神を知らなかった
り、神について間違った考えをもっ
ていたりするからです。ある人たち
は、掟を守らせるのに必死になって
すぐに罰する神を想像したり、ある
いは必要な時にだけ神に頼ったりし
ます。またある人たちは、神は自己
の幸せのうちに留まり、人々の苦し
みや悲しみには無関心だと考えたり
します。･･･

私たちの喜びと落ち着きによって、
周りの人々が神の子らに対する主の
慈しみに〈触れること〉ができてい
るかどうかを自問することを忘れな
いようにしましょう。



皆が絶えず強化すべきこととして創
立者が言っています。「基本的な
テーマに関して明確な知識をもつこ
と。これは、多くの人の知性を照ら
し、時々あらゆるところでみられる
攻撃から教会を守るために必要で
す。教理的倫理的な真理を熟知して
いること。これは家庭とキリスト教
的教育の要求について、仕事や休息
の権利と私有権などについて、連合
や表現などの自由について、考える
ときに必要です。こうしてあなた方
はあの主のみことばvéritas liberábit
vos (ヨハネ8,32)を実感することが
できるでしょう。真理こそ、喜びと
平和を与え、実りをもたらすものだ
からです。」[57]

聖霊が付き添ってくれるようにと熱
烈にお願いしましょう。説得力のあ
る証しをすることができるように、
また、それぞれの知識や教養に従っ
て、一人一人が真理に心を開くこと
ができるような理にかなった論理を



示すことができるようにと。根気強
く信頼して祈りましょう。これは最
も重要な点として際立っています。
主の約束を思い起こしましょう。
「はっきり言っておくが、どんな願
い事であれ、あなた方のうち二人が
地上で心を一つにして求めるなら、
私の天の父はそれをかなえて下さ
る」(マタイ18,19)。「戦場の軍隊が
隊を詰めるように」(雅歌6,4)、私た
ちが固く一致して祈り続けるなら、
平和と喜びの戦いにおいて神にお願
いしていることを天がもたらしてく
ださるでしょう。

ベネディクト十六世がこれらの福音
書の一節を解説され次のように示し
ています。「福音記者が『意見を同
じくする』ことを言うのに使ってい
る動詞は(･･･)、この一致が心からの
ものであることを意味しています。
これが神のみ心を動かすのです。で
すから、天の父に受け入れていただ
くためには心一つに祈ることが重要



になります。」[58] 教皇様とそのご
意向に固く一致していましょう。こ
うして私たちは、キリストにより近
づき、主と共に、聖霊によって、天
の父に実りある祈りをささげること
ができます。
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